






1.東京都における HB ウイルス母子間感染予防対策事業実施状況 

 東京都では、昭和 60 年 6 月より妊婦の HBs 抗原および HBe 抗原のスクリーニングを開始

し、昭和 61年 1 月からは HBe抗原陽性の母親から出生した児に対し予防処置を開始した。

その実施状況は表 1に示したとおりである。 

 東京都内での年間分娩数は約 13 万(59 年：131,151)と推定されるので、昭和 61 年 4 月

から10月までの実績からみると約85%は出生前にスクリーニングを受けているものと考え

られる。 

 児に対する予防処置の進行状況についても表1に示されているが、どのような施設で予

防処置が実施されているかなどの実態については、東京母性保護医協会の協力を得て現在

調査中である。 


